












































（竹の塚 32％，加賀 25％，入谷南 28％）が 2 位で
ある。その次は，順位に若干の違いがあるが「アル
ファベットや単語を書く」が 3 校全てで人気がある


































































いで多いのが，「中 1 前半」で，竹の塚 23％，加賀
18％，入谷南 27％である。その次が「中 1 後半」で
竹の塚 22％，加賀 18％，入谷南 14％である。そし











































































































































































群が 3 校とも（竹の塚 45％，加賀 46％，入谷南
41％）一番厚く，割合もほぼ同じである。「週 5～
毎日」という最上位群は 3 校（竹の塚 5％，加賀
7％，入谷南 7％）とも差はない。しかし「週 3・4
回」群は，竹の塚 15％，加賀 24％，入谷南 30％と
学校間に差が開いている。これに伴い，「テスト前




の塚 12％，加賀 11％，入谷南 8％とそれほど差は
ない。つまり，ほとんど勉強しない生徒たちのグ

















は「30 分―1 時間」群で竹の塚 24％，加賀 33％，
入谷南 37％である。「15 分未満」群（竹の塚 6％，
加賀 5％，入谷南 5％）と「15-30 分」群（竹の塚
18％，加賀 19％，入谷南 16％），「1 時間以上」群































































化を世界の人に知ってもらいたい」が 2.40 で 2 番
目に高く，これは入谷南だけに見られる特徴であ
る。他には，「様々な国を旅行したい」という動機
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